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一 

 



 

五
名
が
、
直
接
又
は
間
接
に
、
飲
料
用
と
し
て
こ
の
汚
染
水
使
用
の
や
む
な
き
に
至
つ
た
。 

昭
和
二
十
二
、
三
年
以
来
、
立
川
市
に
お
け
る
飲
料
水
の
鉱
油
に
よ
る
汚
染
問
題
が
惹
起
さ
れ
て
か
ら
、
責
任
あ
る
関
係 

 

当
局
に
よ
る
根
本
的
解
決
策
が
全
然
講
ぜ
ら
れ
ず
今
日
に
至
つ
た
た
め
、
今
年
、
つ
い
に
そ
の
汚
染
面
積
は
八
五
、
七
六
五 

 

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
富
士
見
町
、
曙
町
、
柴
崎
町
、
錦
町
及
び
高
松
町
の
一
帯
に
拡
大
し
、
二
、
三
一
七
世
帯
、
人
口
九
、
九
六 

一
、
汚
染
飲
料
水
の
原
因
が
、
米
軍
基
地
の
エ
ン
ヂ
ン
洗
じ
よ
う
廃
油
を
貯
蔵
す
る
地
下
廃
油
タ
ン
ク
及
び
輸
送
管
の
損
傷 

 

に
よ
る
こ
と
が
基
地
側
か
ら
も
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

、
、

（
イ
） 

地
下
廃
油
タ
ン
ク
及
び
輸
送
管
の
損
傷
部
分
を
、
即
時
、
徹
底
的
に
、
修
理
す
る
。 

な
お
、
こ
の
汚
染
飲
料
水
の
化
学
分
析
の
結
果
、
猛
毒
性
の
四
エ
チ
ー
ル
鉛
含
有
の
事
実
が
明
か
に
さ
れ
た
。 

事
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
こ
こ
に
左
の
点
に
つ
き
政
府
の
回
答
を
求
め
る
。 

政
府
は
、
当
問
題
の
根
本
的
解
決
策
と
し
て
、
左
記
の
ご
と
く
日
米
合
同
委
員
会
に
協
議
す
る
意
志
あ
り
や
否
や
。 

立
川
市
に
お
け
る
汚
染
飲
料
水
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 
 

 
、 

三 

 



 

四
、
汚
染
飲
料
水
を
化
学
分
析
し
た
結
果
、
汚
染
水
一
リ
ツ
ト
ル
に
つ
い
て
四
エ
チ
ー
ル
鉛
一
四
〇
ガ
ン
マ
ー
の
含
有
が
明 

 

か
に
さ
れ
て
い
る
。
四
エ
チ
ー
ル
鉛
は
、
特
に
猛
毒
で
、
こ
の
中
毒
は
神
経
系
統
を
犯
し
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の 

 
 

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。 

三
、
前
記
水
道
施
設
工
事
は
、
メ
イ
ン
・
パ
イ
プ
の
敷
設
の
み
に
止
り
、
各
戸
へ
の
引
込
パ
イ
プ
は
、
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
に 

 
 

金
一
、
○
○
○
円
の
割
合
で
市
民
に
負
担
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
か
、
否
か
。 

二
、
立
川
市
水
道
施
設
工
事
計
画
の
全
ぼ
う
及
び
工
事
の
現
況
に
つ
い
て
知
り
た
い
。 

、

四 

 

 

（
ハ
） 
水
道
施
設
工
事
（
各
戸
引
込
管
を
含
む
。
）
に
要
す
る
一
切
の
費
用
及
び
現
在
ま
で
汚
染
飲
料
水
地
域
に
居
住
す
る 

 

市
民
の
こ
う
む
つ
た
一
切
の
損
害
を
、
防
衛
分
担
金
か
ら
、
優
先
的
に
支
出
補
て
ん
す
る
。 

、

（
ロ
） 
飲
料
水
道
施
設
完
備
の
工
事
を
、
日
米
合
同
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
、
促
進
す
る
。 

し
か
る
に
、
都
の
保
健
課
が
、
市
当
局
そ
の
他
を
し
て
、
こ
の
事
実
を
一
般
市
民
に
知
ら
し
め
な
い
よ
う
要
請
し
た
と 

 

い
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
で
あ
る
か
、
否
か
。 

、 

、 

 



 

 

五 

政
府
の
、
か
か
る
都
保
健
課
の
行
為
に
対
す
る
責
任
及
び
さ
し
あ
た
つ
て
の
危
険
防
止
に
関
す
る
見
解
如
何
。 

五
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
給
水
車
に
よ
る
給
水
が
、
時
間
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
勤
務
そ
の
他
の
関
係
か
ら
、
今
な 

 
 

お
、
汚
染
水
を
飲
料
用
と
し
て
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
人
が
少
く
な
い
と
い
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
策
及
び 

 

見
解
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


